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令和７年度元気なまちづくり事業補助金の拡充とスケジュール令和７年度元気なまちづくり事業補助金の拡充とスケジュール

「安曇野ナンバー」５月から交付予定「安曇野ナンバー」５月から交付予定

　

令
和
７
年
度
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
町
制
施
行
１
１
０

周
年
合
併
70
周
年
を
記
念
し
て
次
の
と

お
り
拡
充
し
ま
す
。

【
拡
充
内
容
】

　

令
和
７
年
度
に
限
り
「
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
う
ち
事
業
名
に
「
町
制
施
行

１
１
０
周
年
・
合
併
70
周
年
記
念
」
を

冠
す
る
も
の
に
つ
い
て
補
助
金
上
限
を

50
万
円
に
拡
充
（
通
常
30
万
円
）
し
、

既
存
事
業
で
あ
っ
て
も
記
念
に
よ
る
拡

充
部
分
は
補
助
対
象
と
し
ま
す
。
（
通

常
は
新
規
事
業
の
み
対
象
）

　

な
お
、
記
念
を
冠
さ
な
い
「
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
と
「
建
設
資
材
支
給
事

業
」
は
通
常
ど
お
り
補
助
上
限
は
30
万

円
と
な
り
ま
す
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
１
次
締
め

切
り
を
６
月
末
と
し
て
そ
れ
以
降
は
予

算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
事
業
例
：
１
０
０
周
年
時
申
請
事
業

抜
粋
】

　

写
真
展
の
開
催
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

発
行
、
自
転
車
ジ
ム
カ
ー
ナ
イ
ベ
ン
ト
、

少
年
野
球
教
室
、
泉
小
太
郎
レ
リ
ー
フ

設
置
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
桜
植
樹
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
魅
力
発
信　

な
ど

【
要
綱
（
変
更
の
な
い
部
分
）
】

〇
交
付
対
象
者

　

自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
又
は
５
人
以

上
の
町
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
主

に
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
（
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
み
）

〇
対
象
事
業

《
ま
ち
づ
く
り
事
業
》

 

地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め
に
自
主

的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業

《
建
設
資
材
支
給
事
業
》

 

自
主
的
に
整
備
若
し
く
は
補
修
す
る

道
路
、
水
路
等
に
か
か
る
資
材
な
ど
に

要
す
る
経
費
（
自
治
会
の
み
）

〇
補
助
対
象
除
外
事
業 

・
営
利
を
目
的
と
し
た
収
益
事
業 

・
宗
教
的
・
政
治
的
な
催
し 

・
他
の
補
助
制
度
な
ど
の
助
成
対
象
と

な
っ
て
い
る
事
業 

・
そ
の
他
、
こ
の
補
助
事
業
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w

w
.ikedam

achi.

net/0000000024.htm
l

【
問
合
せ
先
】
総
務
課　

企
画
係

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

安
曇
野
市
、
生
坂
村
、
池
田
町
、
松
川

村
で
構
成
さ
れ
る
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
推
進

協
議
会
で
協
議
を
進
め
て
き
た
安
曇
野
ナ

ン
バ
ー
が
令
和
７
年
５
月
に
交
付
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

交
付
に
先
立
ち
、
知
っ
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
対
象
車
種
》

・
軽
四
輪
を
含
む
自
動
車

・
大
型
特
殊
自
動
車

・
１
２
６
cc
以
上
の
二
輪
車

《
対
象
地
域
》

安
曇
野
市
、
生
坂
村
、
池
田
町
、
松
川
村

《
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
》

次
の
３
種
類
か
ら
選
択
可
能

・
カ
ラ
ー
図
柄
入
り

（
別
途
千
円
以
上
の
寄
附
金
必
要
）

・
モ
ノ
ク
ロ
図
柄
入
り

・
無
地
（
図
柄
な
し
）

《
費
用
》

　

未
定

《
申
込
方
法
》

　

予
約
開
始
後
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w

w
.kibou-num

ber.jp/

）

か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
整
備
工
場
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

《
日
程
》

令
和
７
年
３
月　

手
数
料
公
表
予
定

　
　
　
　

４
月　

予
約
開
始
予
定

　
　
　
　

５
月　

交
付
開
始
予
定

《
注
意
事
項
》

・
交
付
開
始
後
は
新
車
購
入
や
ナ
ン
バ
ー

変
更
を
す
る
と
全
て
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
に

な
り
ま
す
。
（
松
本
ナ
ン
バ
ー
の
選
択
不

可
）

・
松
本
ナ
ン
バ
ー
の
車
は
交
付
開
始
後
も

ナ
ン
バ
ー
変
更
が
生
じ
な
い
限
り
、
そ
の

ま
ま
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

・
日
程
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
確
定
情
報
は
再
度
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
が
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
予
約

や
交
付
の
開
始
後
の
お
知
ら
せ
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
新
車
購
入
予
定
の
方

等
は
事
前
準
備
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局　

（
安
曇
野
市
役
所
政
策
経
営
課
内
）

　
　
　

℡
０
２
６
３
（
７
１
）
２
４
０
１

池
田
町
役
場　

総
務
課　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１
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３
月

　

３
月
1515
日
に
安
曇
野
線
お
よ
び
、

日
に
安
曇
野
線
お
よ
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　

松
川
線
の
時
刻
の
一
部
を
改
正
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

松
川
線
の
時
刻
の
一
部
を
改
正
し
ま
す

犬の登録と狂犬病予防注射について犬の登録と狂犬病予防注射について
　すべての犬の飼い主はその犬の登録が義務付けら
れています。新しく犬を飼い始めた方は登録をお願
いします。

　３０００円
　（鑑札の交付を含む）

◆登録変更などについて
　犬を連れて引っ越してきた方、譲り受けた方な
どは登録の変更をお願いします。これらの登録変
更に係る手数料は無料です。
　なお、犬が死亡した場合は役場住民課環境係へ
届け出が必要です。
　生後 90 日を超えた犬の飼い主は年１回の狂犬
病予防注射が義務付けられています。

　１頭３６００円
　（注射済票５５０円を含む）

　・集団注射に来られない飼い主の方は、６月 30
日（月）までに動物病院で予防注射を受けてく
ださい。

　・犬の体調が悪い、現在治療中などの場合は獣医
師へご相談ください。獣医師から「予防注射実
施猶予証明書」を受け取った場合は、住民課環
境係へご提出ください。

新規登録手数料新規登録手数料

予防注射料予防注射料

【問い合せ先】住民課  環境係　℡ 62-2203

※
詳
し
く
は
、
令
和
７
年
度
い
け
だ
ま
ち
町
営
バ
ス

時
刻
表
路
線
図
（
全
戸
配
布
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

日 会　場 時　間

4月10日
（木曜日）

中島基幹センター 午前9時〜9時10分

滝沢集落センター 午前9時20分〜9時30分

渋中公民館 午前9時40分〜9時50分

中之郷集落センター 午前10時〜10時10分

内鎌公民館 午前10時20分〜10時30分

多目的研修センター 午前10時40分〜10時55分

農村広場 午前11時05分〜11時15分

池田町役場 午前11時25分〜11時40分

5月25日
（日曜日）

松川村
保健センター 午前7時30分〜8時

池田町役場 午前8時15分〜9時

《狂犬病予防集団注射の日程》
※犬の登録と予防注射はどの会場でも受けられます

松川線

松川行

第④便
(9時11分発)

9時03分発

第⑤便
(11時37分発)

11時27分発

池田行

第③便
(8時54分発)

8時44分発

第⑤便
(13時25分発)

13時13分発

括弧書き上段：改正前
下段：改正後

安曇野線

穂高行

第②便
(8時20分発)

8時00分発

第⑥便
(18時07分発)

18時10分発

池田行

第①便
(7時53分発)

7時30分発

第②便
(8時56分発)

9時10分発

第③便
(11時55分発)

11時48分発

第⑤便
(17時40分発)

17時43分発
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令和７年度 農業機械標準作業料金および賃金表令和７年度 農業機械標準作業料金および賃金表

　令和７年度農業機械標準作業料金および賃金表を作成しましたので、農
業機械作業料金などを決める際の参考としてください。
　なお、チラシ版は農業委員会事務局の窓口で配布します。ご希望の方は
窓口へお越しください。

保存版

注）１．ほ場面積割増　5 ａ超〜 10 ａ未満は 5％割増できます。( 脱穀、バインダーを除く )
２．機械作業の料金には燃料代が含まれております。
３．この料金には消費税が含まれております。

令和７年４月

※この表はあくまでも標準的な作業料金等の目安です。実際の作業料金を決める場合は、
地域の実情やほ場の条件などを勘案し、当事者間で調整し適正に実施してください。

作業区分 単 位 標準料金 5a未満 摘　　　  　要
単位

水　
　

田　
　

作　
　

業

耕起作業 10a 6,930 円 1a 780 円  ◎耕起の深さは15㎝以上

秋起し済の春起し 〃 4,070 円 〃 460 円

機械代掻作業 〃 11,870 円 〃 1,340 円

荒代のみ 〃 4,950 円 〃 560 円

植代のみ 〃 6,920 円 〃 780 円

機械田植作業 〃 9,160 円 〃 1,050 円  ◎手番を要する場合は、依頼者側で
用意する。側条田植機使用　 〃 11,660 円 〃 1,340 円

刈取り バインダー 〃 8,770 円

刈取り脱穀 【稲】 コンバイン 〃 21,810 円 1a 2,430 円  ◎特殊事情田は当事者間で協議
  倒　状 　2割以内の割増
  泥　粘　 3割以内の割増
  不整形 　相対で協議

脱　穀 ハーベスター 〃 8,430 円

カッター使用 〃 9,970 円

乾　燥 玄米（出来高） 60㎏ 900 円  ◎標準基準額900円は籾水分20％以
下とし、水分20.1％以上については
水分1％増すごとに90円増しとす
る。また、燃料価格の大幅な変更が
あった場合は別途協議する。

調　整 籾　  →　玄米 〃 840 円

玄米　→　白米 〃 1,020 円

色彩選別（玄米） 〃 690 円

消毒作業 粉、粒剤散布 10a 1,090 円

液剤散布 〃 1,860 円

そ
の
他
機
械
作
業

機械畦草刈り 1時間 1,760 円

自走式（モアー） 〃 2,300 円

機械畔削り ディスクプラウ 1m当り 20 円

機械畦塗り 　 〃 70 円

施肥・は種 ロータリーシーダー 10a 8,880 円 1a 1,020 円

ブロードキャスター 〃 2,460 円 〃 280 円

堆肥積込み フロントローダー 2t車1台 980 円

堆肥散布 マニアスプレッター 10a 3,720 円 1a 430 円  ◎散布のみ

わら梱包 ロールベイラー 〃 7,500 円  ◎標準は10aで20個

わら切 カッター 1時間 2,190 円

畑耕起 テーラー・管理機 10a 6,690 円

ドローン作業 10a 1,610 円 ◎薬剤は委託者側で出す。

賃
金

普通農作業 1時間 1,000 円 ◎ただし、長野県最低標準賃金を下
回らない額とする。果樹せん定作業 1時間 1,410 円
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令和７年度 池田町水田賃貸借料指標令和７年度 池田町水田賃貸借料指標
池田町営農支援センターでは、賃貸借契約において参考としていただくため水田賃貸借料指標を作成し

ています。

なお、この指標は契約金額を拘束するものではありませんので、実際の契約は貸し手・借り手で協議し

決定してください。

金額は 10 ａ当り（畦畔を含む）

※著しく生産性の低い農地の貸借については、対価の伴わない使用貸借としてください。（管理料をいただ

く場合もあります）

注）１．畑の賃貸借料については、田の３割を目安とします。

２．賃貸借料の支払いは、現金または口座振替を原則とします。

　令和７年４月から、新たな利用権設定（相対）ができなくなり、農地の貸借（使用貸借含む）は農地中間

管理事業または農地法第３条による手続きへと移行します。農地の返還保証、契約解除のトラブル等を防止

するために、農地の貸借については各問い合わせ先にご相談ください。

【問い合せ先】振興課農政係・農業委員会・営農支援センター　℡ 62-3127
JA 大北南部営農センター池田センター　℡ 62-6430

 １）畦管理　　
・草刈りは周りの人に迷惑をかけないようこまめに行う。
・法面への除草剤は使用しない。
・下畦の草刈りを行う。（地域の決まりなどに基づく草刈り）
・水路沿いの草刈りを行い、通水能力の向上を図る。
・刈り取った草は水路に流さない。
 ２）水田管理
・雑草の除去（クサネム、赤米は必ず除去し、抜き取った株は袋などに入れ処分する。水路には絶対に

流さない。）
・水のかけ流しはしない。
・農薬散布に当たっては、飛散防止に努める。
 ３）農業用機械
・登録ナンバーのない機械は道路を自走しない。
・オペレーター以外の人は、機械に乗せない。《事故防止に充分留意》
・道路に持ち出した泥は自ら必ず片付ける。
 ４）その他
・借りたほ場の形状は貸主の承諾なく変えないこと。（畔抜きなど）

【農作業の心得】

 農地の区分 20a 以上 20a 未満 10a 以上 10a 未満

ほ場整備済田
エリア 7,500 円 4,500 円 2,000 円

上記以外の田 5,500 円 2,500 円 1,000 円（※）

広報いけだ 5



自衛官の募集対象者情報提供の除外申請受付中自衛官の募集対象者情報提供の除外申請受付中
　

町
で
は
、
自
衛
隊
法
第
97
条
で
定
め

ら
れ
た
地
方
自
治
体
の
法
定
受
託
事
務

で
あ
る
「
自
衛
官
等
募
集
事
務
」
と
し

て
、
自
衛
官
募
集
情
報
の
広
報
誌
へ
の

掲
載
や
、
募
集
対
象
者
の
情
報
提
供
の

協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
は
、
募
集
対

象
者
へ
募
集
案
内
を
送
付
す
る
た
め
に

使
用
さ
れ
、
そ
の
年
度
に
18
歳
と
22
歳

に
な
る
人
の
情
報
（
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
）
が
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
情
報
提
供
を
望
ま
な
い
人
は
、

本
人
ま
た
は
保
護
者
な
ど
が
除
外
申
請

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊
へ

提
供
す
る
募
集
対
象
者
情
報
か
ら
除
外

し
ま
す
。

《
対
象
者
》

・
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
の
う
ち
、

令
和
７
年
度
に
18
歳
に
な
る
人

（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

・
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
の
う
ち
、

令
和
７
年
度
に
22
歳
に
な
る
人

（
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

《
申
請
が
で
き
る
人
》

・
対
象
者
本
人

・
対
象
者
の
法
定
代
理
人

　

（
親
権
者
、
後
見
人
）

・
対
象
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
代
理
人

《
必
要
書
類
》

　

申
請
書
、
本
人
確
認
書
類
な
ど
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
、
学
生

証
な
ど
）

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.ike

d
a

m
a

ch
i.

net/0000003675.htm
l

《
申
請
方
法
》

・
窓
口
申
請　

平
日
の
み

・
郵
送
申
請　

期
間
内
必
着

《
申
請
期
間
》

２
月
３
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
月
）

【
提
出
先
・
問
合
せ
先
】

　

住
民
課　

住
民
係

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

見通しが良い時こそ、気を引き締めて見通しが良い時こそ、気を引き締めて
　

11
月
に
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、

長
野
県
警
や
地
元
自
治
会
長
立
会
い
の
も
と
、

池
田
町
交
通
安
全
条
例
に
基
づ
く
現
場
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

事
故
の
発
生
し
た
道
路
は
、
近
く
に
商
店
が

出
店
し
た
以
降
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
事
故
も
、
見
通
し
が
良
い
道
路
の

た
め
、
そ
の
安
心
感
か
ら
つ
い
油
断
し
て
安
全

確
認
を
怠
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
通
し
が
良
い
道
路
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て

「
安
心
＝
安
全
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ

け
走
り
や
す
い
道
路
で
も
、
常
に
気
を
引
き
締

め
て
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、

　
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、

　
事
故
現
場
の
現
場
調
査
を
行
い
ま
し
た

　
事
故
現
場
の
現
場
調
査
を
行
い
ま
し
た

広報いけだ 6



　

手
び
ね
り
で
器
を
作
り
ま
す
。
手
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
日
】
４
月
５
日
（
土
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

【
講
師
】
本
間
友
幸
さ
ん

【
参
加
費
】
５
０
０
０
円
（
材
料
費
・
焼
成
費
込
）

【
定
員
】
10
名
（
先
着
順
）

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン

【
お
申
し
込
み
方
法
】
3
月
5
日
（
水
）
午
前
10
時
よ
り
電
話
に

て
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

創
造
館
ロ
ビ
ー
に
て
、
ご
自
身
の
作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
？

　

期
間
、
作
品
数
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
傑
作
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

《
日
程
》
３
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

６
日
（
木
）

【
問
合
せ
先
】
池
田
町
創
造
館　

℡
（
６
２
）
６
０
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
６
１
７
５

　

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

創
造
館
だ
よ
り

創
造
館
だ
よ
り

創創
造
館
連
続
講
座　

陶
芸　

初
級
編
①

造
館
連
続
講
座　

陶
芸　

初
級
編
①

ロ
ビ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

参
加
者
募
集

ロ
ビ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

参
加
者
募
集

毎
月
２
回
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
開
催
中

毎
月
２
回
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
開
催
中

地球温暖化防止　経費削減のため　地球温暖化防止　経費削減のため　
もえるごみ 50％削減を目指しましょうもえるごみ 50％削減を目指しましょう

　

日
頃
よ
り
、
窓
口
や
お
電
話
で
ご
み
の
分
別
方
法
に

つ
い
て
多
く
お
問
合
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
よ
く
お
問
合
せ
を
い
た
だ
く
ご
み
の
分
別
方

法
や
捨
て
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
・
分
類
方
法
に
つ
い
て

ご
み
の
分
別
・
分
類
方
法
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会

社
と
提
携
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
小
型
家
電
の
宅
配
回
収

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
レ
ン
ジ
、
掃
除
機

な
ど
の
小
型
家
電
を
回
収
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン・
小
型
家
電
の
宅
配
回
収
サ
ー
ビ
ス

パ
ソ
コ
ン・
小
型
家
電
の
宅
配
回
収
サ
ー
ビ
ス

　

ご
み
の
減
量
や
分
別
方
法
に
つ
い
て
出
前
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
２
つ
の
自
治
会
で
出
前
講
座
を
行
い
、
参
加

者
に
ご
み
の
分
別
方
法
や
出
し
方
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
や
各
種
団
体
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
環
境
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
の
お
知
ら
せ

出
前
講
座
の
お
知
ら
せ

　

池
田
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
ト
ー
ク
画
面
で
捨
て

た
い
物
の
名
称
を
送
る
と
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
そ
の

捨
て
方
を
教
え
て
く
れ
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
友
だ
ち
登
録
を
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

池
田
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
紹
介

池
田
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
紹
介

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３
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交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
の
会

読
書
会　

ぶ
っ
く
か
ふ
ぇ
い
け
だ

特
別
企
画

　

「
池
田
の
民
話
」
は
、
安
曇
野
児

童
文
学
会
の
皆
さ
ん
が
編
集
し
た
貴

重
な
民
話
集
で
す
。
読
ん
だ
こ
と
の

な
い
方
や
久
し
ぶ
り
の
方
も
「
民

話
」
を
声
に
出
し
て
読
み
、
町
の
歴

史
や
暮
ら
し
を
振
り
返
り
ま
せ
ん

か
。
「
池
田
の
民
話
」
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
か
ら
お
話
も
伺
い
ま
す
。

　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
大
勢

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

《
日
時
》３
月
20
日（
木
）　　
　
　
　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

《
場
所
》交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
　
　
　

学
習
室

《
参
加
費
》３
０
０
円

　
　
　
　
（
茶
菓
子
代
）

《
持
ち
物
》『
池
田
の
民
話
』

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

　

２
月
２
日
、
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
講
座
「
家
庭
教

育
学
級
ポ
レ
ポ
レ
」
の
特
別
教
室
、

家
族
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
ポ
レ
ポ

レ
ぷ
ら
す
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
豆
ま
き
ご
っ
こ
で
オ

ニ
退
治
！
」
と
題
し
て
、
「
オ
ニ
の

パ
ン
ツ
」
を
踊
っ
た
り
、
保
護
者
が

扮
し
た
オ
ニ
や
的
を
め
が
け
て
豆
ま

き
ご
っ
こ
を
し
た
り
し
て
、 

親
子

で
体
を
動
か
し
、
季
節
の
行
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

　

１
月
１
日
に
毎
年
恒
例
の
第
29
回

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
過
去
最
多
と
な
る
約
１
６
０
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

池
田
保
育
園
発
着
の
１
・
５
㎞
と
２

㎞
の
周
回
コ
ー
ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
、
み
な
さ
ん
が
新
年
の
気
持

ち
よ
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

１
月
25
日
に
爺
ガ
岳
ス
キ
ー
場
に

て
池
田
町
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生

の
30
人
が
参
加
し
、
町
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
の
講
師
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
楽
し
み
な
が
ら
も
熱
心
に
取

り
組
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は

立
つ
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
子
も

最
後
に
は
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
滑
り
降

り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
１
日
の
な
か
で
全
員
が
上
達
し
た

ス
キ
ー
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

○
遠
藤　

咲
季
さ
ん
（
伊
那
西
高
）

【
参
加
大
会
】

第
74
回
全
国
高
等
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会

【
結
果
】

女
子　

５
０
０
ｍ　
　

28
位

　
　
　

１
０
０
０
ｍ　

35
位

【
感
想
】

　

５
０
０
ｍ
で
は
追
い
風
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
ま
で
で
一
番
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
１
０
０
ｍ
を
通
過
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ラ
ス
ト
１
０
０
ｍ
は

同
走
の
選
手
と
競
り
合
っ
た
が
夏
か

ら
練
習
し
て
き
た
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
で

脚
を
伸
ば
す
こ
と
に
成
功
し
、
０
・

０
３
秒
差
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
０
０
０
ｍ
は
最
初
の
加
速
は
よ

か
っ
た
が
、
筋
持
久
力
が
課
題
と
な

っ
た
。

○
那
須　

功
宜
さ
ん

【
参
加
大
会
】

第
25
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

（
１
月
11
、
12
日　

福
島
県
）

【
結
果
】

男
子
Ｇ
ク
ラ
ス

（
75
歳
～
80
歳
未
満
）

５
０
０
ｍ　
　

２
位　
　

１
５
０
０
ｍ　

３
位

【
感
想
】

　

福
島
県
に
て
開
催
さ
れ
た
今
大
会

は
、
朝
か
ら
一
日
中
雪
が
降
り
、

時
々
風
も
吹
く
天
候
で
の
レ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。
記
録
は
低
調
だ
っ
た

も
の
の
、
出
場
し
た
二
種
目
と
も
表

彰
台
に
上
が
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
で
子
ど
も

達
を
指
導
し
な
が
ら
夏
期
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
体
力
を
付
け
、
シ
ー
ズ
ン
に

入
れ
た
こ
と
が
こ
の
結
果
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の

大
会
出
場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
池
田
町
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
７
６
５
４

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

「
ポ
レ
ポ
レ
塾
」

「
ポ
レ
ポ
レ
塾
」

全
国
大
会
出
場
選
手
の
声

全
国
大
会
出
場
選
手
の
声

池
田
町
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室

池
田
町
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室

「
池
田
の
民
話
」
参
加
者
募
集

「
池
田
の
民
話
」
参
加
者
募
集

オニは〜外、
福は〜内 ‼

元
旦
マ
ラ
ソ
ン

元
旦
マ
ラ
ソ
ン

一斉にスタート

晴天の下、
楽しみました
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆３月の休館日　3・10・17・24・31 日

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

　
３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
23
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　

『
安
曇
野
ゆ
か
り
の
作
家
展
』
開
催
！

【
問
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　　

安
曇
野
市
、
松
本
市
在
住
の
美
術
愛
好
家
数
名
よ
り
、
安

曇
野
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
借
り
受
け
、
一

堂
に
展
観
し
ま
す
。

　

市
井
に
埋
も
れ
て
い
る
優
れ

た
作
品
を
通
し
て
、
〝
安
曇
野

の
美
術
〟
の
礎
を
築
い
た
作
家

た
ち
の
再
発
見
を
試
み
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
25
日
（
火
）
よ

り
展
示
替
え
休
館
と
な
り
ま

す
。
再
開
は
４
月
５
日
（
土
）
よ
り
開
催
の
企
画
展
『
中
信

地
域
の
古
い
焼
き
物
展
』
と
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

《
会　
　

期
》３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
23
日
（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日
（
月
曜
祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
休
館
）

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ

《
観
覧
料
》一　

般
４
０
０
円（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
２
５
０
円（
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

▲《慮溝橋事件》等々力巳吉

小西 正道 監修
成美堂出版 刊

お寺との離檀交渉、
改葬先の種類、トラブ
ル対策など、イラスト
や図解でわかりやすく
解説。

はるがもぞもぞ

その他の新着書
本の江戸文化講義 鈴木俊幸
脳は耳で感動する 養老孟司
星の文化史 後藤明 編著
風待荘へようこそ 近藤史恵
C 線上のアリア 湊かなえ
しらゆきの果て 澤田瞳子
目には目を 新川帆立
とーんだとんだ 長谷川義史
あのひのきもち 岡田千晶

農家が教える厄介な雑草の叩き方
 農山漁村文化協会編
その症状、「糖質疲労」かもしれません
 工藤孝文
戦国千手読み　小説・本因坊算砂
 堺屋太一
天使は見えないから、描かない
 島本理生
あなたと宇宙
 スティーブン・ホーキング

南塚 直子 銅版画
内田 麟太郎 文

（ポプラ社）
ぽかぽかしてきて
むずむずしてきて
くすぐったくて
ちきゅうはとうとう
わらいだしてしまった
心あたたまる春の絵本。

もう困らない！墓じまい・仏壇じまい
進め方、次の供養先、トラブル対策まで

彩瀬 まる 著
（実業之日本社）

古い友人。遠くの恋人。すれ
違う家族…。途切れかけたつ
ながりを、どうしたら取り戻せる
のか。東北・北海道新幹線で青
森、盛岡、仙台へ向かう人々を
描く、心に深く響く短編集。

嵐をこえて会いに行く

春よ来い² おとなのためのお話会春よ来い² おとなのためのお話会
日時：3 月 8 日 ( 土 )10 時〜
会場：交流センターかえで　談話室
企画進行：町図書館音読教室受講生＆
　　　　　おはなしボランティア

春にちなんだ音楽といっしょに、童話や詩
を楽しみましょう

参加は無料、事前のお申し込みは不要です
どうぞおでかけください

広報いけだ 9



　

池
田
町
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
有
害
鳥
獣

対
策
担
当
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
土
肥
で
す
。

　

池
田
町
で
暮
ら
し
始
め
て
10
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
来
た
頃
と
比
べ
る
と
、
冬
に
な
り
気
温
が
ぐ

っ
と
下
が
っ
た
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
東
山
沿

い
な
ど
の
山
間
部
の
景
色
が
大
い
に
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
「
自
然
は
冠
雪
し
た
ら
綺
麗
だ
な
ぁ
」

と
い
う
情
緒
的
な
感
想
は
さ
て
お
き
、
「
こ
こ
は

作
業
道
だ
っ
た
の
か
」
、
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
獣

道
が
あ
っ
た
の
か
」
な
ど
、
落
葉
し
て
初
め
て
見

え
る
も
の
が
多
く
、
驚
い
て
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
慣

れ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
新

鮮
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

主
だ
っ
た
活
動
と
し
て
は
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
作

業
を
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
方
か
ら
ご
依
頼
が

あ
れ
ば
即
対
処
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
少
し
で

も
適
正
な
生
息
密
度
と
な
る
よ
う
、
常
時
く
く
り

罠
を
仕
掛
け
て
は
見
回
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
の
経
験
豊
富
な
先
輩
協
力
隊
や
猟
友
会
の

方
々
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
令
和
６
年
度
は

こ
こ
数
年
の
平
均
を
大
き
く
上
回
る
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
獣
道
の
見
極
め
方
や
罠

の
設
置
方
法
、
見
回
り
や
捕
獲
時
の
対
応
な
ど
、

当
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
形
に
な
っ
て
き
た
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
引
き
続
き
経
験
を
重
ね
、
さ
ら
に
腕
を
磨
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

草
の
生
い
茂
る
時
期
と
違
っ
て
、
冬
の
山
林
に

は
獣
達
の
食
べ
物
が
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
腹
を
空
か
せ
た
獣
達
が
人
里
ま
で
物
色

し
に
来
る
機
会
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
「
今

の
時
期
は
田
畑
を
使
わ
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
、

収
獲
残
渣
や
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
覆
っ
た
り
埋
め
た

り
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
、
獣
達
に
と
っ
て
格

好
の
餌
場
と
な
り
ま
す
。
ひ
い
て
は
通
年
に
わ
た

る
餌
場
と
な
っ
て
し
ま
い
、
田
畑
が
活
気
づ
く
時

期
に
も
、
獣
達
の
往
来
が
止
ま
な
い
事
態
を
自
ら

招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

攻
め
の
捕
獲
の
み
な
ら
ず
、
予
防
も
非
常
に
大

事
な
有
害
鳥
獣
対
策
で
す
。
放
任
果
樹
の
伐
採
や

敷
地
周
辺
の
見
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
（
緩
衝
帯

整
備
）
と
併
せ
、
ご
自
身
の
田
畑
管
理
を
農
閑
期

含
め
て
し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
人
と

獣
の
よ
り
良
い
棲
み
分
け
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
池
田
町
全
体
で
力
を
合
わ
せ
、
有
害
鳥
獣
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

土
肥
　
志
勇

土
肥
　
志
勇

振
興
課

振
興
課

農
政
係

農
政
係

№111

初
め
て
の
冬

初
め
て
の
冬

【
問
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

池
田
町
の
相
談
ブ
ー
ス
に

は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
景
色

や
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
に
惹

か
れ
た
方
や
、

積
雪
の
心
配
を
さ
れ
る
方

も
・
・
・

今
年
度
で
３
回
目
と
な
る
北
ア
ル
プ
ス
地
域
合
同
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、登
山
や
ス
キ
ー
が
好
き
な
方
や
、
こ
の
地
域
に

何
度
も
来
た
こ
と
が
あ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た

ブ
ー
ス
に
訪
問
し
て
い
た
だ

い
た
お
礼
に
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
渡
し
て
い

ま
す

今
後
も
池
田
町
と
ご
縁
が
で

き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

vol.17

　
●
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
出
展
し
ま
し
た
●

　
昨
年
の
11
月
は
、
東
京
と
名
古
屋
で
合
計
３
回
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
出
展
し
ま
し
た
。

人
気
の
安
曇
野
エ
リ
ア
、
北
ア
ル
プ
ス
エ
リ
ア
、
そ
し
て
名
古
屋
に
近
い
南
信
エ
リ
ア
の

地
域
が
出
展
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
、
多
く
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
中
で
も
11
月
18
日
に
東
京
で
出
展
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
暮
ら
し
・
働

く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
い

ろ
い
ろ
な
ブ
ー
ス
が
出
展

北アルプスの麓で暮らし・働く大相談会

広報いけだ 10



池 田 小 学 校
　

池
田
小
学
校
で
は
、「
自
ら
学
び
、
共
に
考
え

る
子
」
を
教
育
目
標
に
、
魅
力
あ
る
学
校
「
ひ
と

り
ひ
と
り
が
た
か
ら
も
の
」
を
合
い
言
葉
に
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
後
半
の
活
動
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
25
日
に
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
音

楽
会
当
日
の
体
育
館
入
口
に
は
、
６
年
生
が
考
え

て
作
っ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
飾
り
つ
け
が

さ
れ
、
音
楽
会
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。
音
楽
会
の
は
じ
め
に
歌
っ
た
全
校
合
唱
で

は
、
６
年
生
が
全
校
分
作
っ
て
く
れ
た
リ
ス
ト
バ

ン
ド
を
つ
け
、
心
を
一
つ
に
し
て
歌
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
学
年
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
大
勢
の
保
護
者

や
来
賓
の
方
々
に
お
聞

き
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
音
楽
会
に

向
け
た
練
習
の
過
程
も

含
め
て
子
ど
も
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
音
楽
を
楽

し
み
、
頑
張
り
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
た
、

そ
ん
な
素
敵
な
音
楽
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
の
授
業
参
観
日
に
合
わ
せ
て
「
好
き

な
こ
と
が
自
信
に
な
る
、
必
要
と
さ
れ
る
日
が
来

る
」
と
題
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
坂
口
実
優
さ
ん

に
よ
る
フ
ル
ー
ト
演
奏
会
と
、
実
優
さ
ん
の
お
母

様
、
坂
口
和
美
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

実
優
さ
ん
は
、
フ
ル
ー
ト
と
の
出
会
い
が
転
機

と
な
り
練
習
を
通
し
て
大
き
な
自
信
を
持
ち
、
発

達
障
が
い
や
不
登
校
を
乗
り
こ
え
、
現
在
は
全
国

各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

池
田
町
出
身
の
和
美
さ
ん
は
、
実
優
さ
ん
の
成

長
を
支
え
共
に
歩
ん
で
き
た
過
程
を
お
話
し
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
も
ご
来
校
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

素
敵
な
演
奏
と
講
演
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

音
楽
会

音
楽
会

老
梅
や
ア
ル
プ
ス
見み

す据
へ
見み

え得
を
切
り

　
　
北
原

　
幻
楽
（
一
丁
目
）

た
く
ま
し
き
口
内
炎
や
三
が
日

　
　
　
　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

し
ぐ
る
る
や
手
術
に
急
ぐ
担た

ん
そ
う
し
ゃ

送
車

　
　
　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

口
取
り
の
柚ゆ

ず

か
子
欠
く
夫つ

ま

の
雑ぞ

う
に
わ
ん

煮
椀

　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

娘こ

の
子
か
ら
直じ

き
ひ
つ
が
じ
ょ
う

筆
賀
状
絵
も
添そ

へ
て

　
　
　
中
沢

　

恵（
十
日
市
場
）

子
ど
も
ら
と
七
草
数
へ
粥か

ゆ

す
す
る

　
　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

初
場
所
や
不ふ

く
つ屈

の
力
士
引
退
す

　
　
　
　
　
横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

年と
し
ご
と毎

に
嵩か

さ
ひ
く低

く
な
る
賀
状
か
な

　
　
　
　
　
平
林

　
昇

　
（
林

　
中
）

縁え
ん
さ
き先

に
猫
の
背
伸
び
や
春

は
る
ど
な
り隣

　
　
　
　
　
　
薄
井

　
保
丞
（
南

　
台
）

翳か
ざ

し
合
ふ
ス
マ
ホ
の
ふ
た
り
風か

ざ
は
な花

す
　
　
　
石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て

ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

５月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点を記
入し、３月末日までに投稿してくださ
い。
作品には①地区名②氏名③電話番号④
中学生以下の方は学校名と学年を明記
してください。投稿多数の場合は、選
者により選考（10 句以内）して掲載
します。なお、選者により語句の訂正
等をさせていただく場合がありますの
で、ご了承ください。

■あて先 〒 399-8696（住所不要）
　池田町総務課　総務係　
　℡ 62-3131　
メール soumu@town.ikeda.nagano.jp

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催　

演
奏
・
講
演
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催　

演
奏
・
講
演
会
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消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９
　

令
和
６
年
の
１
年
間
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
が
救
急
出
動
し
た
件
数
は
３
９
２
４
件

で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
部
消
防
署
で
は
９
２
１
件
の
救
急
に
出
動

し
、
要
請
の
内
訳
は
急
病
に
よ
る
も
の
が
一
番

多
く
、
ケ
ガ
、
交
通
事
故
と
続
き
ま
す
。

　

当
消
防
本
部
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
も
救
急

車
の
出
動
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
必
要
な

時
、
必
要
な
人
が
利
用
で
き
な
い
な
ど
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
病
人
や
ケ
ガ
人

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
管
轄
外
の
消
防
署
で

待
機
す
る
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、

現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
、
救
え
る
は
ず
の
命
が

救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
真
に
緊
急
性
の
あ
る
と
き
に
利

用
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
救
急
車
は
皆
さ
ん

の
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
適
正
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
た
背
景
に
は
い
ろ

い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
理
由

の
ひ
と
つ
に
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

も
し
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
に
迷
い
が
あ
っ
た

り
、
症
状
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
場
合
、
長
野

県
で
は
「
長
野
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー　

♯

７
１
１
９
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
総
務
省
消
防
庁
か
ら
は
、
「
全
国
版
救

急
受
診
ア
プ
リ
」
愛
称
「
Ｑ
助
」
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
今
す
ぐ
救
急
車
が
必
要
か
な
ど

緊
急
性
の
判
断
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
も
の

で
す
。

○
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

○
息
を
し
て
い
な
い

○
突
然
意
識
を
な
く
し
た

○
胸
が
ひ
ど
く
痛
い

○
経
験
の
な
い
頭
痛

○
食
べ
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
迷
わ
ず
「
１
１
９
」
に
通
報
し
ま
し
ょ

う
！

救
急
車
は
、
必
要
な
時
に

救
急
車
は
、
必
要
な
時
に

　
必
要
な
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
！

　
必
要
な
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
！

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
で
「
高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
」
更
新
整
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
管
内
の
効
果
的
な
出
動
隊
運
用
の

た
め
、 

一
定
規
模
ま
で
の
火
災
で
は
管
内
の
全
て
に
お
い
て
消
防
車
を
２

台
出
動
さ
せ
る
と
し
た
ほ
か
、
全
て
の
出
動
で
通
報
受
信
時
に
取
得
す
る
位

置
情
報
を
基
に
、
災
害
現
場
へ
最
も
早
く
到
着
で
き
る
部
隊
に
出
動
指
令
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
管
轄
消
防
署
以
外
の
消
防
隊
や
救
急
隊
が
出
動
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署　

℡
（
６
２
）
０
１
１
９

消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
区
域
に
つ
い
て

消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
区
域
に
つ
い
て
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　１月 30 日、写真の世界大会にて受賞を成し遂げた森木さんの報告会を町長室にて行いました。

〇森木　香蛍さん（屋号）

《参加大会》AsiaWPA2024 下半期国際写真およびビデオ撮影コンテスト

《種目》アジア世界大会

　　　　ファッション、ブドゥワール、ファインアートヌード（一般）

《結果》優秀賞（スコア 81）

《参加大会》Icon INTERNATIONAL PHOTOGRAPHY AWARDS

《種目》世界大会　ブドゥワール + ファインアートヌード（一般）

《結果》シルバー賞（スコア 80）

《感想》初めての世界コンペ出場で入賞することができ嬉しく思います。

写真が簡単に撮れる時代だからこそ、本来のアートとしての写真技術と知

識をこれからも学び続けていきたい。

　

池
田
町
消
防
団
で
は
１
月
19
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で
出
初
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

式
典
は
町
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
功

績
に
応
じ
た
消
防
団
員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
自
治
体
消
防
75
周
年
記
念
表
彰
で
は
２
親
等
以
内
の
身
内

で
３
名
以
上
が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
に
「
特
別

表
彰
」
が
贈
ら
れ
、
２
組
の
ご
兄
弟
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
家
族
内
表
彰
１
組
目
】

　

小
野
澤　

裕
介
（
池
田
町
消
防
団
）

　

髙
山　

孝
則
（
池
田
町
消
防
団
）

　

宮
澤　

篤
史
（
池
田
町
消
防
団
）

【
家
族
内
表
彰
２
組
目
】

　

宮
澤　

英
文
（
池
田
町
消
防
団
）

　

矢
口　

克
知
（
池
田
町
消
防
団
）

　

伊
東　

里
志
（
白
馬
村
消
防
団
）

　

式
典
終
了
後
、
交
流
セ
ン
タ
ー
前
の
町

道
で
幼
年
消
防
隊
を
含
め
た
消
防
団
員
に

よ
る
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

荻
窪
団
長
は
「
団
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の

予
防
消
防
の
成
果
も
あ
り
昨
年
は
平
穏
な

１
年
だ
っ
た
。
今
後
は
団
員
に
災
害
対
応

ス
キ
ル
に
つ
い
て
も
訓
練
を
通
じ
身
に
付

け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
う

え
で
災
害
対
応
へ
の
装
備
備
品
充
実
を
町

へ
要
望
し
た
。

【
問
】
総
務
課　

危
機
管
理
対
策
室　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

池
田
町
消
防
団
出
初
式
開
催

池
田
町
消
防
団
出
初
式
開
催

　

吾
妻
町
自
主
防
災
会
で
は
、
公
益
財
団
法

人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る
「
地
域
活
動
助
成

事
業
」
を
活
用
し
て
、
防
災
備
品
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

吾
妻
町
自
主
防
災
会
で
は
今
後
、
地
域
に

根
差
し
た
防
災
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
活
動
助
成
金
事
業
に
よ
り

　
地
域
活
動
助
成
金
事
業
に
よ
り

　
防
災
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
防
災
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

森木さんの作品（写真）が２つの世界大会で入賞森木さんの作品（写真）が２つの世界大会で入賞
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
）
の
接
種
希
望
者
の
急
激
な
増
加
に

よ
り
、
接
種
を
希
望
し
て
も
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
が
い
る
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
無

料
で
接
種
で
き
る
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

《
対
象
者
》
次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

①
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
生
ま
れ
の

女
性

②
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
以
上

接
種
し
て
い
て
、接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
方

《
無
料
で
接
種
で
き
る
期
間
》

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

令
和
６
年
度
を
も
っ
て
、
認
定
こ
ど
も
園

会
染
保
育
園
は
閉
園
と
な
り
、
令
和
７
年
度

か
ら
池
田
保
育
園
に
統
合
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
62
年
間
に
渡
り
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
会
染
保
育
園
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
た
め
″
会
染
保
育
園
あ
り
が
と
う

の
会
〟
を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
写
真
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
ご
提
供
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た

だ
き
会
染
保
育
園
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
思
い

出
を
語
り
あ
う
た
め
に
、
当
日
は
ム
ー
ビ
ー

上
映
や
写
真
展
示
、
保
育
園
を
懐
か
し
む

様
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
日
時
》
３
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
（
時
間
内
の
出

入
り
は
自
由
で
す
）

《
場
所
》
認
定
こ
ど
も
園　

会
染
保
育
園

【
問
】
認
定
こ
ど
も
園
会
染
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
８
５
）
５
５
０
８

《
受
験
資
格
》

①
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た

者
お
よ
び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

《
試
験
区
分
》

・
国
税
専
門
Ａ
（
法
文
系
）

・
国
税
専
門
Ｂ
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

《
申
込
み
方
法
》

次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
入
力

h
ttp

s://w
w

w
.jin

ji-

sh
iken

.g
o

.jp
/ju

ken
.

htm
l

《
受
付
期
間
》

　

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時
～

３
月
24
日
（
月
）

《
試
験
日
》

第
１
次
試
験
日

　

令
和
７
年
５
月
25
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日

　

令
和
７
年
６
月
23
日
（
月
）
～
７
月
４
日

（
金
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日
時

【
問
】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る
こ
と

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
　
　
　

℡
０
３
（
３
５
８
１
）
５
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
３
３
２

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・

日
・
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。
）

●
そ
れ
以
外
の
こ
と

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
　
　
　

℡
０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
０
９
７

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。
）

国
税
局
や
税
務
署
で
働
く
国
税
専
門

国
税
局
や
税
務
署
で
働
く
国
税
専
門

官
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す

官
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す

　

会
染
保
育
園
あ
り
が
と
う
の
会

　

会
染
保
育
園
あ
り
が
と
う
の
会

　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で

接
種
で
き
る
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

接
種
で
き
る
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

　

矢
口
町
長
と
池
田
町
の
夢
を
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
？

　

「
町
政
」
と
聞
く
と
難
し
く
聞
こ
え
ま

す
が
、
池
田
町
が
よ
り
良
い
町
に
な
る
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

《
日
時
》

　

３
月
25
日
（
火
）

　

・
午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

　

・
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

《
会
場
》

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル

《
対
象
者
》

　

町
民
の
皆
さ
ま

《
内
容
》

　

・
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

・
対
話
（
１
問
１
答
）

【
問
】
総
務
課　

総
務
係

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

町
長
と
語
ろ
う
！
い
け
だ
ま
ち
開
催

町
長
と
語
ろ
う
！
い
け
だ
ま
ち
開
催
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

2日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 菊地クリニック 21-2580

9日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

16日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 平林医院 22-2525

20日（木）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 横澤内科医院 22-0371

23日（日）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 小野医院 22-0047

30日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 野村クリニック 85-0085

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

2日（日） グリーン歯科クリニック 23-6666

9日（日） おだ歯科 72-6482

16日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

20日（木） いいざわ歯科医院 23-7050

23日（日） あづみ野歯科 62-2332

30日（日） 小谷歯科医院 82-2762

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

2日（日） 白樺薬局 62-0010

9日（日）
キムラ薬局 62-5210

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

16日（日） フロンティア薬局池田町店 61-4121

20日（木）
キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

23日（日） 松川とをしや薬局 61-1527

30日（日） 内川薬局板取 62-9912

■3月の主な行事
期　　日 行　事　名

1 日（土）～
7 日（金）

春の火災予防運動

1 日（土） 将棋・麻雀大会

4 日（火） 池工　卒業証書授与式

6 日（木） 学校園運営協議会④

7 日（金） 安曇養護　はるかぜ発表会

14 日（金） 会染小　卒業証書授与式

14 日（金） 池田小　卒業証書授与式

14 日（金） 安曇養護　卒業証書授与式

16 日（日） 町内一斉川ざらい

19 日（水） 高瀬中　卒業証書授与式

22 日（土） 会染保　卒園式　ありがとう会

25 日（火） 池田保　卒園式

※感染症等により中止となる場合があります。

■3月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  1 日（土） （株）ピュアハウス ８５-０９７０

  2 日（日） （有）テクノ安曇野 ６２-７００５

  8 日（土） 稲洋水道（株） ０９０-１２００-９７３１

  9 日（日） （株）クサダ ０２６３-４８-３１１９

  15 日（土） （有）信州保温 ０９０-４６１５-３２９９

  16 日（日） （有）東設備 ０９０-３０８３-３７７０

  20 日（木） 小林設備 ０９０-７２１３-７２１８

  22 日（土） （有）みやび設備 ０９０-１８６９-３３５２

  23 日（日） （有）水錬 ６２-６７２１

  29 日（土） （株）エムケーシステム ０９０-４４６４-８１４７

  30 日（日） （株）巧誠 ０２６３-８８-５３１１

■3月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
2月1日現在 （　）内は前月比
●人　口　9,096人（△18）
　　　男　4,411人（△10）　女　4,685人（△8）
●世帯数　4,092世帯（△3）

■3月の納税等
国 保 税、後 期 高 齢 ⑨　【 納 期 限　3 月 31 日（ 月 ）】
※ 口 座 振 替 日 は 3 月 27 日（ 木 ）で す。前 日 ま で に 残 高 の 確 認 を お 願 い し ま す。
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。
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池田町人口減少対策スローガン池田町人口減少対策スローガン
ただいま★いけだまち～小さな町で大きな幸せ見つけよう～ただいま★いけだまち～小さな町で大きな幸せ見つけよう～

●町政の運営方針
①町民の転出を抑制する
②若年層の転入を促進する
③町民の心身の健康を保つ

●最重要施策
①若年層を対象とした住宅に関する施策
② U ターンを促進する施策

スローガンの「ただいま」には

町外にいる町出身者が帰ってき

て暮らしてほしいという思いと、

Ｉターン希望者に町を故郷のよ

うに愛着を持ってほしいという

願いが込められています。

▲役場庁舎に掲げた懸垂幕
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